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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第38期

第３四半期累計期間
第39期

第３四半期累計期間
第38期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 5,668,690 5,419,314 7,869,787

経常利益 (千円) 327,221 128,894 550,153

四半期(当期)純利益 (千円) 196,105 75,730 257,443

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,820,000 1,820,000 1,820,000

発行済株式総数 (株) 14,400,000 14,400,000 14,400,000

純資産額 (千円) 13,818,554 13,744,819 13,882,665

総資産額 (千円) 15,781,883 15,733,318 15,890,318

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 13.77 5.32 18.08

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 7.50 7.50 15.00

自己資本比率 (％) 87.6 87.4 87.4
 

 

回次
第38期

第３四半期会計期間
第39期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 7.00 4.56
 

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

４　持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に重要

な変更はありません。

 また、関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

当社は、「第４　経理の状況　１　四半期財務諸表[注記事項]（セグメント情報等）」に記載のとおり、単一セグ

メントであるため、経営成績の分析は製品分類別に記載しております。

 

(1) 経営成績の分析

当第３四半期累計期間における国内経済は、継続的な政府や日銀による経済・金融政策などを背景とした景気の下

支えもあり、緩やかな回復基調で推移しました。一方で、円安の進行に伴い、資材価格の上昇や中国をはじめとした

新興国経済の減速や、情勢不安の拡がりから、依然として先行き不透明な状況が続いています。このような状況の下

で、当社の事業分野が関連する建設関連業界におきましては、公共事業関連予算の縮小もあり、投資の減少が続いて

おり、住宅投資や民間設備投資にやや持ち直しの動きが見られましたが、総じて需要環境は、厳しい状況で推移しま

した。また、工事コストの上昇や労働者不足等もあり、採算重視の受注傾向のもと、依然として供給市場での競争が

激化しております。その結果、売上高は54億19百万円（前年同四半期比4.4％減）となりました。製品分類別におけ

る状況は次のとおりであります。鋳鉄器材は、建築関連が低調な状況が続いていることから、雨水排水・防水関連製

品が低下しましたが、外構・街路関連製品が堅調なことから、18億74百万円（同3.1％増）となりました。スチール

機材は、設備工事等の改善もあり外構・街路関連製品が増加したことから、10億2百万円（同7.8％増）となりまし

た。製作金物は、建築及び外構関連が低調な状況が続いていることから、建築金物が減少し、防災関連製品の納入が

減少しており、22億15百万円（同11.7％減）となりました。その他は公共投資の減少が続いていることから土木向け

製品が減少し、建機向け需要の回復も見込まれない状況から、3億27百万円（同20.1％減）となりました。

利益につきましては、需要期に入り、生産が改善してまいりましたが、材料価格も低下への調整感が出てきたもの

の、一部を除き依然として高値の状況が続き、売上総利益は17億6百万円（同4.9％減）となりました。また、販売費

及び一般管理費は、一部回収不能債権に貸倒引当金の計上を行ったことによる負担増となりましたことから、営業利

益は1億73百万円（同46.4％減）となりました。営業外収支につきましては、金利が低位な状況が続いていること

と、前年度における為替差益の計上がないことから、改善には至らないものとなりました。その結果、経常利益は1

億28百万円（同60.6％減）となり、四半期純利益は75百万円（同61.4％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期会計期間末の財政状態は、総資産は前事業年度末に比べ1億57百万円減少し157億33百万円となりまし

た。

流動資産は、前事業年度末に比べ97百万円減少し122億87百万円となりました。その主な要因は、電子記録債権が1

億5百万円、製品が20百万円、仕掛品が39百万円それぞれ増加しましたが、受取手形及び売掛金が2億61百万円減少し

たこと等によるものであります。

固定資産は、前事業年度末に比べ59百万円減少し34億46百万円となりました。その主な要因は、有形固定資産が償

却の進捗等により57百万円減少したこと等によるものであります。

負債は、前事業年度末に比べ19百万円減少し19億88百万円となりました。その主な要因は、買掛金が81百万円、流

動負債のその他が未払金及び預り金等の増加等により60百万円それぞれ増加しましたが、未払法人税等が1億9百万円

減少したこと等によるものであります。

純資産は、前事業年度末に比べ1億37百万円減少し137億44百万円となりました。その主な要因は、利益剰余金につ

いて、四半期純利益の計上が75百万円ありましたが、剰余金の配当が2億13百万円あったことにより1億37百万円減少

したこと等によるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4) 研究開発活動

　当第３四半期累計期間の研究開発費の総額は39百万円であります。なお、当第３四半期累計期間において、当社の

研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,400,000 14,400,000
名古屋証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 14,400,000 14,400,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年10月１日
～平成27年12月31日

― 14,400,000 ― 1,820,000 ― 1,320,000
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成27年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

平成27年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 161,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,231,000
14,231 ―

単元未満株式
普通株式

8,000
― ―

発行済株式総数 14,400,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,231 ―
 

 

② 【自己株式等】

平成27年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

カネソウ株式会社
三重県三重郡朝日町大字
縄生81番地

161,000 ― 161,000 1.11

計 ― 161,000 ― 161,000 1.11
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成27年10月１日から平成27年

12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集団の

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

  なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

  資産基準              0.4％

  売上高基準            0.1％

  利益基準              0.3％

  利益剰余金基準        0.5％
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 9,707,884 9,709,551

  受取手形及び売掛金 1,575,700 ※  1,314,398

  電子記録債権 ― 105,208

  製品 493,831 514,287

  仕掛品 93,887 133,312

  原材料及び貯蔵品 449,899 451,843

  その他 63,936 59,010

  貸倒引当金 △474 △454

  流動資産合計 12,384,665 12,287,158

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 1,733,768 1,732,878

   その他（純額） 1,317,386 1,261,041

   有形固定資産合計 3,051,154 2,993,919

  無形固定資産 2,475 1,884

  投資その他の資産   

   投資有価証券 80,974 81,149

   その他 383,048 440,958

   貸倒引当金 △12,000 △71,752

   投資その他の資産合計 452,023 450,355

  固定資産合計 3,505,652 3,446,159

 資産合計 15,890,318 15,733,318

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 290,980 372,131

  未払法人税等 144,022 34,293

  賞与引当金 56,496 19,327

  その他 246,524 307,015

  流動負債合計 738,024 732,767

 固定負債   

  退職給付引当金 255,742 267,444

  役員退職慰労引当金 407,645 416,985

  その他 606,241 571,301

  固定負債合計 1,269,629 1,255,730

 負債合計 2,007,653 1,988,498
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,820,000 1,820,000

  資本剰余金 1,320,000 1,320,000

  利益剰余金 10,786,600 10,648,754

  自己株式 △69,241 △69,241

  株主資本合計 13,857,358 13,719,512

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 25,306 25,306

  評価・換算差額等合計 25,306 25,306

 純資産合計 13,882,665 13,744,819

負債純資産合計 15,890,318 15,733,318
 

 

 

 

 

 

EDINET提出書類

カネソウ株式会社(E01448)

四半期報告書

 9/15



(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 ※  5,668,690 ※  5,419,314

売上原価 3,874,935 3,712,594

売上総利益 1,793,754 1,706,720

販売費及び一般管理費 1,469,401 1,532,846

営業利益 324,352 173,873

営業外収益   

 受取利息 8,251 6,710

 受取配当金 1,713 1,839

 不動産賃貸料 14,106 14,230

 為替差益 46,234 ―

 その他 6,960 4,692

 営業外収益合計 77,266 27,473

営業外費用   

 支払利息 13,426 13,457

 売上割引 56,844 54,966

 その他 4,126 4,029

 営業外費用合計 74,398 72,453

経常利益 327,221 128,894

特別損失   

 減損損失 ― 889

 特別損失合計 ― 889

税引前四半期純利益 327,221 128,004

法人税、住民税及び事業税 114,222 43,988

法人税等調整額 16,892 8,285

法人税等合計 131,115 52,273

四半期純利益 196,105 75,730
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　※　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が、四半期

会計期間末残高に含まれております。

 

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

受取手形 ― 千円 28,466千円
 

 

(四半期損益計算書関係)

　※　前第３四半期累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日)及び当第３四半期累計期間(自　平成27年

４月１日　至　平成27年12月31日)

当社の売上高は、第３四半期会計期間以降に受注が増加するため、第３四半期会計期間以後の売上高が第２四半

期会計期間以前の売上高と比較して多くなる傾向にあります。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間

(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

減価償却費 142,600千円 153,729千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 106,788 7.50 平成26年３月31日 平成26年６月30日

平成26年11月７日
取締役会

普通株式 利益剰余金 106,788 7.50 平成26年９月30日 平成26年12月10日
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 106,788 7.50 平成27年３月31日 平成27年６月29日

平成27年11月９日
取締役会

普通株式 利益剰余金 106,788 7.50 平成27年９月30日 平成27年12月10日
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、建築・福祉・緑化・都市景観整備関連製品の製造及び販売をその事業としており、単一セグメントであ

るため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間

(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 13円77銭 5円32銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益(千円) 196,105 75,730

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 196,105 75,730

普通株式の期中平均株式数(千株) 14,238 14,238
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

第39期(平成27年４月１日から平成28年３月31日まで)中間配当について、平成27年11月９日開催の取締役会におい

て、平成27年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議し、配当を行いま

した。

① 配当金の総額                                 106,788千円

② １株当たりの金額                               　7円50銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日  　平成27年12月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年２月12日

カネソウ株式会社

取締役会  御中

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   大   中   康   宏   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   山　　崎   裕　　司   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカネソウ株

式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第39期事業年度の第３四半期会計期間（平成27年10月１日から

平成27年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、カネソウ株式会社の平成27年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １. 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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